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　図8
Fig．8
1月24日の9時と15時，21時の秋田の上層風ホドグラフと降雨エコーの
移動速度の日変化．
SaIne　as　Fig．3，but　for　January24．1985．
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移動速度は終日800mbの高度の風と良く一致している．この日のREI観測によるエコー頂
高度は，表1に示したように，2㎞に達していない．これらの観測事実はやはりエコーの移
動が総観場のエコー高度の風に支配されていたことを示していると考えられる．
　図9は表1に示した観測時刻の14時問のレーダーエコーから見積った降水量の水平分布で
ある，1月20日の低気圧性降雪ほどは多く降らなかった．特に出羽丘陵北部と新庄盆地北部
及び山岳地帯に降雪エコーがなかった．またほとんどI　SO1のレーダー反射強度は測定さ
れず，NORMALエコーの積算がほとんどであるため，全体的に値が小さく，またレーダー
に近いメッシュに集中している．しかし全体として出羽丘陵南部から最上川峡谷，月山北麓
にかけての降雪状況を見る限り，レーダーエコーの高度での降水量分布という意昧で，最上
川峡谷に特別大きな値は，出ていないことは分る．図ユOは1月24日の新庄盆地の日降雪深で
ある．盆地北部には降っていないが月山北麓の風下（東側）で標高の高い所で降雪深が大き
い．このことは図9のレーダーから求めた降水量分布と基本的に対応している．この日のレ
ーダー観測時刻に対応した降水量分布は，図の掲載は省略したが，肘折（図10の33㎝の日降
雪深を記録した観測点）で3㎜であった外はほとんど降水は記録されなかった．
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図9　1月24日のレーダーエコーより見積った14時間降水量分布．
Fig．9　Same　as　Fig．4，but　for　January24．1985．
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　図10　1月24日の新庄盆地の日降雪深．
Fig．10　Same　as　Fig，6，but　for』anua町24．1985。
6．考察とまとめ
　冬の東北地方に特有な天気現象である降雪の観測的研究はあまり多くない．なぜなら日本
列島は大陸東岸に位置しながら，対馬暖流を有する日本海での水蒸気と熱の冷たい大気への
多大な供給のため，寒気の吹出し時にはその日本海側地方において大量の降雪をもたらす．
このような日本海側の豪雪は圧倒的に北陸地方において顕著に現われることが多く，豪雪に
関する大きな観測研究プロジェクトは石川県や富山県，新潟県において実施されるからであ
ろう（たとえば松本（1967），若浜（1986）など）．
　加藤（1973）は気象庁の秋田レーダーの観測・調査をもとに，降雪エコーの代表的なエコ
ー頂高度の月別変化やエコーパターンの気圧配置による統計的な型分けを行った．またエコ
ー型による日降水量分布の特徴などを調べた．秋田レーダーの定時観測は半径ユ50㎞から200
㎞で行われ，秋田県と青森県の西部，山形県をその観測範囲とする．こういった広域（今回
の新庄市での観測に比べ）で見た場合，地形に関する配慮は海上の外，平野部と山岳部とい
う粗い分類になり，丘陵・峡谷・盆地といった気象現象でいえば大体メソスケールに相当す
るような規模の着眼はしない場合が多いと思われる．また新庄盆地はたまたま鳥海山山系の
影になり秋田レーダーからは見えない．このような事情もあって，今回庄内・新庄地方を対
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象にレーダー観測を実施したことは初めてのことであり，同地方にとっては貴重な資料にな
ると思われる．
　従来同地方では季節風時の最上川峡谷は庄内平野の降雪を集め，あたかも雪雲の通り道で
あるかのように信じられている．今回のレーダー観測の解析結果がこの事を全面的に否定し
た訳ではない．なぜなら，確かに図5や図9に見られるように，1㎞程度の高度のレーダー
エコーから見積った降水量分布においては出羽丘陵の上空も峡谷の上空も降雪エコーが同じ
ように存在したことになる（図5の1月20日はいわゆる季節風型の降雪ではなかったが，基
本的には図4のホドグラフに見られるように西成分の強い上層風であった）．また図4や図
8にみられるように降雪エコーの移動速度は，大規模な総観場の上層風に支配されていた．
すなわち降雪エコーは，この場合雪雲といっても支障はないが，その移動に関しては出羽丘
陵や最上川峡谷とは関係がないようである．しかし，地上ではどうであろう．実際，少ない
地上風のデータによる粗い解析ではあるが庄内平野の地上の西風は，最上川峡谷へ収束する
かのように見える時もあった．また竹内（1986）は庄内平野で西寄りの強い地上風カ悼越す
る時に，庄内平野南部の西風と庄内平野北部の北西風が庄内平野中部で収束することを解析
している．今回の観測においては，更に詳しく調べなければ，結論づけることは出来ないが，
レーダービーム高度より下層では降雪粒子は，もし顕著な収束が存在すれば，峡谷への吹き
寄せといったことが起っても不自然ではないと考えられる　ただ　この事華観測事実として
証明するには，丘陵地においても多くの降水量データを取得し峡谷のデータと比較しなけれ
ばならないことになり，野外観測としては非常に困難な作業となるだろう．
　最後に，1985年のレーダー観測では，降雪が全体的に弱くまたエコー頂高度が高くなか
ったため，降水強度の見積りにNORMALエコーを用いざるを得なかった．このためレーダ
ーからみて放射方向の降水量分布の比較は出来なかった．すなわち庄内平野から出羽丘陵を
山越えしてくる気流の雪雲に対する影響は分らなかった．Smith（1979）は滑昇流による山
岳の降雨機構を三つの型に分けて論じているが，新庄盆地での降雪機構を調べる研究におい
ても風上に位置する出羽丘陵の役割は残された重要な問題点であり，今後の観測に待たれる
ところである．
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